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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
は
希
望
に
あ
ふ

れ
る
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
昨
年
は
市
政
に
暖
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
は
今
だ
に
低
迷
し
て

お
り
、
市
の
財
政
も
市
税
収
入
が

伸
び
悩
む
な
ど
、
た
い
へ
ん
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

な
か
で
昨
年
の
１
月
に
市
長
に
純

催
し
て
以
来
、
出
来
る
か
ぎ
り
民

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
あ

ふ
れ
る
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
市
議
会
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
世
界
に
類
例
を
見
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
確
実
に
到
来
す
る
高

齢
化
、
目
覚
ま
し
い
技
術
堆
新
に

よ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
国
際
化
の
進
展
等
ゞ

間
の
発
想
を
行
政
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力

を
街
づ
く
り
に
生
か
す
具
体
的
な

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
、
こ
れ

ら
を
亜
点
に
し
て
市
政
を
運
営
し

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
「
市
雌
参
加
」
を
基
本

に
お
き
、
轆
業
の
催
先
順
位
を
は

っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
我
孫
子
駅

南
北
の
区
画
蝶
理
率
業
、
手
賀
沼

の
浄
化
成
田
線
の
複
線
化
な
ど

市
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
課
題

を
、
確
実
に
前
進
さ
せ
る
年
に
し

新
た
な
時
代
の
洲
流
に
よ
る
社
会

砿
造
の
変
化
に
加
え
、
地
球
的
規

櫟
で
の
環
境
問
題
が
今
、
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
き
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
変

化
に
確
実
に
対
応
し
、
心
盟
か
に

採
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築
き
上
げ

る
た
め
に
は
、
都
市
づ
く
り
の
目

標
に
向
か
っ
て
市
民
の
皆
様
と
行

政
、
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
力
を

結
集
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。私

ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

春

市
議
会
議
長

印
南
宏

市
長

福
嶋
浩
彦

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
人
と
烏
が
共
存
す
る

ま
ち
・
我
孫
子
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
然
と
文
化
の
調
和
、
少
子
高
齢

社
会
へ
の
対
応
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
地
域
産
業
な
ど
、
、
世
紀
を

展
望
し
た
我
孫
子
市
の
新
し
い
目

標
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
年
が
災
害
の
な
い
明
る
い
年

と
な
り
ま
す
こ
と
と
、
皆
さ
ん
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

て
も
．
型
世
紀
を
展
望
し
た
、
人

と
烏
の
共
存
す
る
、
や
す
ら
ぎ
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
都
市
基

盤
の
体
系
的
な
整
備
を
さ
ら
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の

一
層
の
充
実
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
都

市
環
境
の
実
現
に
、
械
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

下総基地の米軍機使用絶対反対



特集

我
我
孫
子
ｌ
神
話
の
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
歴
史
や
人
物
の
足
跡
が
色
濃
く
刻
ま
れ
た
街
で
す
．

東
西
に
帯
の
よ
う
に
し
な
る
台
地
、
南
北
に
豊
か
な
水
を
抱
え
る
地
形
は
、

こ
の
街
に
独
特
の
歴
史
風
土
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
に
点
在
す
る
１
０
０
を
越
え
る
史
跡
は
、

い
穿
昏
卦
や

訪
れ
る
人
を
古
代
人
の
ロ
マ
ン
に
誘
い
、

あ
た
か
も
歴
史
の
パ
ノ
ラ
マ
を
見
る
思
い
に
浸
ら
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
が
音
を
た
て
て
激
し
く
流
れ
て
い
る
今
、

人
は
少
し
大
切
な
も
の
を
見
失
い
か
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
た
び
水
を
見
下
す
我
孫
子
の
丘
に
た
て
ば
、

私
た
ち
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
心
の
原
風
景
に

き
っ
と
巡
り
会
え
る
で
し
ょ
う
。

１

時
の
流
れ
を
止
め
て
、
自
分
探
し
の
旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

心つ

を願い守
ざよう崖

は行基の

田山に背

ある。

K
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'4開発済世の碑

手賀沼の氾濫により､新田蝿、‐2ひへい

区の農民は疲弊していた。大正

末、井上二郎が新技術で開墾を

始め､農民の生活改善に努めた。

現在、これをたたえる碑が相島

新田。井上邸前に建っている。
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'6綱代湯・なま街道跡
「利根川図志」でその味は利根川一と賞さ

れた布川鮭の網場があった。また、九十九里

等で捕った鮮魚を陸揚げする船着き場で、馬

で江戸に陸送する「なま街道」の起点だった。
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で江戸に陸送する「なま街道」の起点だった。

15竹内神社
ちんじゅ

布佐の鎮守。御輿と各町内から山車が出て

にぎわう祭りは9月中旬の3日間。石像物か
らも元禄（17世紀末）からすでに布佐が河岸

の町として栄えていた面影がしのばれる。
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ひびり

6日秀観音
ぷうんちよ

平将門が承平2年(932)､武運長
しようかんぜおんぼさつ

本尊の聖観世音菩薩を安置した。

作という。将門を敬愛した村人力

いて建てたとされる首曲がり地盾

4八幡の井戸
湖北セツ井戸のうち今も清水が湧く唯一の

井戸。岡発戸の八幡神社の脇にある。共同井

戸は、生活飲料水や農業用水を得る貴重な水

源。水汲みは子どもたちの仕事だった。

と､

m_カー｡ ～

⑰杉村楚人冠の碑･邸2水戸･成田道標s稚の木 5順道塚
関東大震災後我孫子に移住。

世界を舞台に活躍した新聞記者

であったが、我孫子では若者た

ちと交流し、文化の香りを吹き

込んだ。得意の句を通して手賀

沼を世に紹介した。

旧水戸街道と旧成田街道の分

岐点、寿2の1地先に「右でる
一一、

費
しみち左水戸みち｣(安永5

こうしん

刻まれた庚申道標があるb

旅人は一里塚や道標を

…意測華いた｡'’1／←

樹齢二百年余､高さ17.8海､周

囲8哉の巨木で県天然記念物。
､

東源寺境内にあり、相馬霊場を
開いた光音裡師の手植えと伝え

戦国時代末期、北条氏配下の

河村出羽守の居城(芝原城)が落

vハ城し是際城代だった林伊賀守

曜農,羅鏥二淵繕
v/Wと刻まれた石塔がある．雛

諒
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屋血脇守之助の碑
明治3年、我孫子本町で生誕。野口英世の

育ての親として有名だが、幼少の頃から地元

では秀才の誉れが高く、長じて東京歯科大学

を設立するなど、歯科医界の重鎮となった。

8バーナーF･リーチの碑
イギリスの陶芸家。大正5年から3年間、

柳宗悦別荘に窯を築き、柳、志賀直哉、武者

小路実篤らと交友を深めた。碑の巡礼像は、

晩年のリーチが最も好んだ作品。

曙

頭

1

／ 一二一二．一

制滝不勤
め<･りぷち

’不動堂は方三間廻縁付入母屋

造りで、19世紀初頭に建立され

た。手賀沼を眼下に見下ろし、

傍らの滝は、かつては日照りで

刀
口

へ
、
ノ
グ

ふきあえず

'2葺不合神社
うがやふきあえずのみこと

祭神は鷆鵺草葺不合尊ほか。明治41年に厳
あまのいわとやまたのおろち

島神社境内に移した｡本殿の天岩戸や八岐大蛇

など四面の浮彫りは見事。奥深い境内には大

師道が通り様々な神が祀られている。

も枯れないほどの水量を誇って

いた。、志賀直哉邸跡
「白樺派」隆盛時代の大正4年から7年半

の間、弁天山で過ごし、『和解』『暗夜行路』な

ど代表作を生んだ。茶室風書斎が復元され、

当時の庭木が残る。

10子の神大黒天
まつ

ネズミを使徒とする大黒天を祀る。足腰の
さいとう

病に霊験ありと、毎年10月第4日曜日に柴灯
ご濃

護摩を焚き、残り火の上を山伏や参拝者が裸

足で渡る火祭が行われる。

13気象送信所
日本の気象学の基礎を確立した布佐出身の

岡田武松博士が昭和13年に開所o気象観測を

業務としたが､現在は気象送信を行っている。
初期の所長に作家の新田次郎らもいる。

鐘
－ ‐ 一 一 一 一 －

－一－－－－－－－－一一一一一一一一
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こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
１
月
泌
日
（
金
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
巧
言
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
訓
分
か
ら
、

時
釦
分
蕊
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
、
第
１
．
２
回
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必

要
）
、
第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ

言雨葆健康カイド番医

健
セ
ン
タ
ー
で

北
台
１
の
似
の
冊

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

（
Ｗ
）
１
１
３
１

’
－

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

育
児
等
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

ぐ
母
親
学
級
日
程

１
１

の
無
料
券
言
～
６
か
月
用
、
９

～
、
か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療

機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

ぐ
育
児
拒
談
日
程

な
時
期
で
す
。
お
子
さ
ん
を
健
全

麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

印
鑑

、

▼
対
象
平
成
７
年
９
月
生
ま
れ

及
び
妃
か
月
未
満
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
１
時
暉

分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
持
参
予
診
票
、
母
子
健
康
手

帳※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
き
い
。

ぐ
ツ
反
お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
日
程

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

（
対
象
児
に
限
り
ま
す
）

▼
日
時
１
月
お
日
〈
木
）
、
受
付

は
午
前
９
時
過
分
か
ら
、
時
鋤
分

▼
対
象
平
成
５
年
５
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ー
フ
ン
〈
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
歯
ブ
ラ
、
ン
親
と
子
の
２
杢

▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

Ｉ■

凸

で

▼
日
時
１
月
型
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

寝
返
り
が
遅
い
、
そ
り
返
り
が
強

い
な
ど
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な
２

歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
貝
と
保

健
蹄
に
よ
る
相
談
・
指
導

肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

、
食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
探
法
が
必
要

な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
日
時
１
月
猫
日
（
火
）
午
後
０

’’
’

▼
日
時
３
月
ま
で
の
毎
月
第
１

か
ら
第
４
金
峨
日
、
受
付
は
午
後

２
時
か
ら
４
時

▽
対
象
糖
神
病
、
糖
神
神
経
症

な
ど
、
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
質
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
）

▼
日
時
毎
月
第
２
火
雌
日
午
後

２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
）

察
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
申
し
込
み
通
話
で
保
健
指
導

課
へ
（
予
約
制
）

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
遮
話
ま
た
は
泣
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
腰
痛
教
室
日
程

55

子 季
め
ぐ

臼

残
酷
物
語
１
～
５
＊
在
日
韓
樹
（
６
号
）
：
・
滝
田
ひ
な
代
（
中

国
・
朝
鮮
人
〈
福
岡
安
則
）
＊
里
）

生
命
如
憶
年
は
る
か
な
旅
１
～
５
◎
布
佐
分
館

百
本
放
送
出
版
協
会
）
＊
四
Ⅱ
墨
絵
Ⅱ

季
め
ぐ
抑
あ
い
春
・
夏
・
秋
・
冬
▼
作
品
・
作
者
風
景
７
点
・
・
・
久

・
力
も
ｂ

（
東
山
魁
爽
）
＊
車
椅
子
で
夜
保
辮
子
、
大
江
孝
一
郎
、
櫻
井
昭

お
さ
な
い

明
け
の
コ
ー
ヒ
ー
（
小
山
内
美
智
子
（
新
木
野
）
、
稲
見
勇
〈
我
孫

も
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
▼
作
品
・
作
者
も
み
じ
（
６
号
）

▼
書
名
（
著
者
）
＊
生
き
る
上
・
・
・
小
池
わ
か
子
（
湖
北
台
）
造

ン
ト
ー
～
３
（
五
木
寛
之
）
＊
花
〈
６
号
）
・
・
・
宮
原
秀
子
（
湖
北

静
か
な
生
活
（
大
江
健
三
郎
）
台
）
け
い
と
（
４
号
）
：
．
海
老

＊
ア
ル
ジ

⑬
移
動
図
書
館
垂
（
師
）
０
９
０
９

態
市
民
図
塞
館
貧
別
）
１
１
１
０
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

態
湖
北
台
分
館
貧
印
）
３
０
５
５
▼
時
間
午
後
３
時
鋤
分
か
ら
４

砂
布
佐
分
館
貧
的
）
１
３
１
１
時

（
ダ
一
三
ル
・
キ
イ
ろ
＊
日
本
号
）
：
・
松
島
直
子
（
束
我
孫
子
）

そよかせ号(:識:)1月の日程(蕊）
子一絵

本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お
ら
２
月
６
日
（
火
）
ま
で

成
人
式
を
機
会
に
読
書
ラ
イ
フ
Ⅱ
ち
ぎ
り
絵
Ⅱ

一子

';り＊
深
夜
の
ネ
コ
（
小
池
真
子
）
、
卜

す
み
こ

＊
か
ま
ち
（
稲
葉
稔
）
川
紀
子
（
泉
）
、
阿
部
初
一
郎

ヤ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
原
洋
子
（
中
峠
）
手
賀
沼
（
４

図
書
館

だ
よ
り

グ

夕

▼
展
示
期
間
１
月
６
日
（
土
）
か

◎
湖
北
台
分
館

話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳
ま

で
の
チ
ビ
ッ
子
集
ま
れ
ノ
．

▼
日
程
＊
１
月
祀
日
（
木
）
：
．
市

民
会
館
第
４
会
議
室

＊
１
月
Ⅷ
日
（
木
）
・
西
（
木
）
・
・
・
布

（
我
孫
子
）

う
ら

寺
』子

〈
柴
崎
）
、
窪

’

四
｜

|親

学

|級

し
あ
わ
せ
学
級日

1日

2日

3日

7日

14日

15日

21日

28日

病・医院名

我孫子東邦病院

平和台病院

我孫子つくし野病院

平和台 病院

岩津皮膚科医院

アビコ外科整形外科病院

我孫子聖仁会病院

我孫子東邦病院

桜井医院

我孫子つくし野病院

守尾医院

電話

82-8166

89-1111

84-2211

89-1111

88-3113

84-7321

88-3111

82-8166

82-2916

84-2211

84-6813

第1回

第2回

第3回

1月5日(金）

1月12日(金）

1月19日(金）

･妊娠中、産後の生活

･妊婦体操（実習）

･産科医の話（妊娠中

の異常とお産の経過

･妊婦体操（復習）

･妊娠中の歯鞠噺生

･妊娠中の栄誰

･赤ちゃんの養護

育
児
相
談

猟犬

似
糞
尿
は
必
ず
処
理
を

市
に
は
、
犬
・
猫
に
関
す
る
い
る
方
全
員
が
同
様
に
見
ら
れ

苦
悩
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
多
い
の
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ほ
か
の
方

が
「
玄
関
先
や
公
園
・
道
路
等
に
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に

の
公
共
の
場
所
、
畑
、
空
き
地
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
ん
に
主
う

な
ど
に
犬
猫
の
糞
尿
を
さ
れ
て
◎
犬
や
猫
に
は
自
宅
で
糞
尿
を

困
る
」
と
い
っ
た
苦
情
で
す
。
す
る
よ
う
に
し
つ
け
、
散
歩
中

犬
の
散
歩
中
に
、
公
共
の
場
に
蕊
を
し
た
と
き
に
は
ビ
ニ
ー

所
や
他
人
の
土
地
に
誕
尿
を
さ
ル
袋
に
入
れ
必
ら
ず
持
ち
帰
る

せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
◎
尿
は
、
水
で
洗
い
流
し
て
処

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
が
こ
う
理
を
す
る

し
た
こ
と
を
行
え
ば
、
飼
っ
て
▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

実施日

1月9日（火）

1月16日（火）

1月23日(火）

受付時間

午前9：15～9：45

(該当児）

午前9：45～10：30

(その他相談のある方）

該 当 者

平成7年9月生

(通知します）

O～6歳児

(相談のある方）

夜間の急病のときは

言上奮麦a(Sｱ)1141
1月18日
(木）

午前9：15～10：30

平
成
６
年
６
月
蛎
川

か
ら
鋤
Ｈ
生
ま
れ

1月11日

(木）

平
成
６
年
６
月
１
日

か
ら
Ｍ
Ｈ
生
ま
れ

期
日

受
付

対
象

１
歳
６
か
眉
児
健
康
診
査

個 別 接 種

日
本
脳
炎
生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

初
回
（
２
回
）
及

風
し
ん
生
後
廻
月
か
ら
帥
月
・
麻
疹
接
櫛
後
に
１
回
接
稲

三
弧
混
合

－

破百ジ

傷Ij草
せり

風きア

生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
Ｍ
）
接
祇

※
白
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
壼
甑
漉
合
を

接
秘

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

ム
シ
壷

｜
予
防
教
室

１
月
詔
日
（
火
）

１
月
窃
日
（
木
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

乳
幼
児
発
達
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

栄
養
相
談

心
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
輻

療
育
相
談

期日

1月9日

(火）

1月16日

(火）

1月23日

(火）

主な内容

･身近な健康法（話）

･体操（深呼吸、体を動か

す基本）

･食事診断

･栄誕のバランスをとるた

めに

．正しい歯の磨き方と歯そ

うのうろうの予防

･洞こり腰揃予防の体操

お
は
な
し
会

図
書
案
内

「
新
成
人
に
贈
る
」

曜日

水

木

金

水

木

金

日

一
ｎ
叩
〕
■
ロ
ハ
》
△

１
２

１
５

４
日
１
．
０
坐

胆
・
妬

″
・
馴

18

19

ステーション名

湖－1上

中 附

,￥11J台

平＊11台

新水鋤

久蔀家

つくし野

天王台東

天王台I崎

内111

並 木

今
剛I函

根 戸

つくし野

場所

湖 北 地 区 公 民 館

!'’峠岨H1谷公｜刺

柴崎台4号・公｜刺

,蛎佐1判近隣センター

新木児敢公｜蝋I

久＃家あけぼの公園

東急ンョ･ソピングセンター裏

犬韮台東児迩公隠I

浅野谷3号公側

三洋電機社宅入11

丸行家呉駐車場

合 田 池 尻 公 I 劇

根戸近隣センター

東急ショッピングセンター喪

時間（午後）

l:20～1:5(）

2:l()～2:40

3:()0～4:00

2:00～2:40

3:()O～4:00

2:00～2:45

3:()O～4:00

2:00～2:50

3:10～4:00

3:00～4:00

)0～2:15

10～

10～4:00

)0～2:40

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
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市
で
は
、
土
雌
・
日
峨
日
に
も

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明

書
を
発
行
で
き
る
よ
う
、
１
月
９

日
（
火
）
か
ら
自
動
発
行
シ
ス
テ
ム

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

自
動
発
行
機
を
市
内
４
カ
所
に

設
置
（
下
表
参
照
）
。

利
用
す
る
た
め
に
は
、
専
用
の

磁
気
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
の
登
録

が
必
要
で
す
の
で
、
市
役
所
・
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
・
増
築
さ
れ
た
方
で
課
税
課
の

行
う
家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
期
限
ま
で
に
住
宅
用
地
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
用

地
と
し
て
認
定
さ
れ
、
土
地
の
課

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
住
宅
用
地
と
は
、
人
が
住
む
た

め
の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地
で

獅
鎭
嶬
舎
墨

平
成
７
年
中
に
家
屋
（
専
用
住

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
で
住
宅
の
部

分
が
４
分
の
１
以
上
の
も
の
）
を

砿土。日曜日にも自動発行
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

城
鵬
恥
踊
雌
浄
棚
蝋
囎
州
賊
肺
は
申
告
を

驫髻を発行
”

1月9日(火)からスタート

カ
ー
ド
に
は
、
印
鑑
登
録
証
明

書
と
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
る

「
兼
用
カ
ー
ド
」
と
、
印
鑑
登
録
を

し
て
い
な
い
方
が
住
民
票
を
取
る

た
め
の
「
あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

従
来
の
印
鑑
登
録
証
は

磁
気
カ
ー
ド
に
交
換
を

今
後
、
印
鑑
登
録
証
は
従
来
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
か
ら
磁
気

カ
ー
ド
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す

の
で
自
動
発
行
機
使
用
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
交
換
手
続
き
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
交
換
手
続
き
は
代
理
人
で
も
可

能
で
す
が
、
暗
証
番
号
の
登
録
は

本
人
以
外
で
き
ま
せ
ん

▼
兼
用
カ
ー
ド
へ
の
交
換
・
市
民

カ
ー
ド
の
発
行
に
必
要
な
も
の

４
ケ
タ
の
暗
証
番
号
、
認
め
印
、

従
来
の
印
鑑
登
録
証
（
所
有
者
の

み
）
《
本
人
と
証
明
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

※
運
転
免
許
証
等
が
な
い
場
合
、

本
市
で
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方

（
実
印
・
印
鑑
登
録
証
持
参
）
と

い
っ
し
ょ
に
来
庁
す
れ
ば
、
暗
証

そ
の
住
宅
の
床
面
種
の
、
倍
ま
で

の
住
宅
敷
地
で
す
。
（
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
、
ン
ヨ
ン
等
を
含
み
ま
す
）

▼
該
当
者
＊
自
分
の
土
地
に
住

宅
を
新
築
し
た
方
（
貸
家
等
を
含

む
）
＊
貸
地
に
住
宅
が
建
築
さ

れ
た
土
地
所
有
者

▼
申
告
方
法
申
告
書
（
市
役
所

課
税
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
き
い
・

胤
悩
州
駕

土
地
を
私
道
と
し
て
利
用
し
て

番
号
の
登
録
が
で
き
ま
す

▼
手
数
料
＊
磁
気
カ
ー
ド
へ
の

交
換
・
市
民
カ
ー
ド
発
行
：
・
無
料

＊
新
規
の
印
鑑
登
録
・
紛
失
等
に

よ
る
再
発
行
．
：
２
０
０
円

カ
ー
ド
の
交
換
等
の
た
め

臨
時
窓
口
を
開
設

磁
気
カ
ー
ド
へ
の
交
換
・
発
行

等
を
次
の
と
お
り
日
雌
日
に
も
行

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
１
月
型
日
（
且
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
市
民
課

容
（
亜
１
１
１
１
内
線
３
１
７

い
る
場
合
は
、
そ
の
道
路
の
利
用

状
況
や
幅
員
な
ど
に
よ
り
、
固
定

査
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

私
道
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

１
月
翠
日
（
月
）
ま
で
に
課
税
課
土

地
調
査
係
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

減
額
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
私
道
の
要
件

＊
公
道
か
ら
公
道
へ
通
り
抜
け
で

き
る
私
道

＊
建
築
基
準
法
に
よ
り
公
道
か
ら

後
退
し
た
部
分
の
敷
地
（
公
道
に

準
ず
る
扱
い
と
な
り
、
減
額
対
象

に
な
り
ま
す
）

▼自動発行機設置場所

＊
袋
路
の
私
道
に
つ
い
て
は
、
利

用
状
況
〈
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル
以

上
で
通
行
制
限
が
な
く
、
原
則
と

し
て
４
戸
以
上
で
利
用
し
て
い
る

も
④
に
よ
り
減
額
し
ま
す

▼
減
額
実
施
時
期
平
成
８
年
度

課
税
分
か
ら

▼
該
当
者
現
に
私
道
と
し
て
利

用
し
て
い
る
土
地
の
所
有
者
垂

有
者
も
含
み
ま
す
）

▼
申
告
方
法
申
告
書
（
市
役
所

課
税
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
私
道
の
面
識
が
わ
か
る

公
図
の
写
し
、
ま
た
は
測
量
図
を

必
ず
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
ロ圏

申
告
期
限
い
ず
れ
も
１
月
亜

曰
く
月
）
ま
で

囮
申
告
書
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ

課
税
課
土
地
調
査
係
壷
（
蓮
１
１

１
１
内
線
３
３
９

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

加
歳
に
な
る
と
成
人
と
し
て
多

く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

同
時
に
義
務
も
発
生
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も

そ
の
ひ
と
つ
。
人
生
帥
年
時
代
と

言
わ
れ
る
現
在
、
私
た
ち
は
長
い

目
で
見
た
人
生
設
計
が
必
要
に
な

|I

国
民
年
金
に
加
入
を

､／ っ
て
き
ま
し
た
。

若
い
あ
な
た
も
、
必
ず
老
年
を

迎
え
る
日
が
き
ま
す
。
そ
の
時
に

な
っ
て
あ
わ
て
な
い
た
め
の
術
え

が
国
民
年
金
で
す
。

国
民
年
金
に
は
、
加
歳
か
ら
釦

歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
し
ま
す
。

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

地域リ ハ ビ リ 教 室 参 加 者 募集
▼
日
程
。
場
所
１
月
８

剛
（
月
）
・
・
・
天
王
台
北
近
隣

ノ
セ
ン
タ
ー
、
ｍ
日
（
水
）
．
：

一
柵
脇
繊
慨
叫

』
▼
時
間
午
後
１
時
受
付
、

評
蝋
蕊
噸

一
祁
蝿
識
分
や
韮
鉦
》
表
卜

〕
の
上
で
で
き
る
簡
単
な
体

匡
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど

″
▼
対
象
市
内
在
住
で
障

》
害
を
有
す
る
方
如
歳
以

理
吐
諏
唾
翻
弄
足
華
肪
各
会

Ｌ
場
へ▼

問
い
合
わ
せ
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ー

－

一 緒に歌いません瀞
る
方
は
、
会
社
な
ど
で
加
入
手
続

き
を
し
て
く
れ
ま
す
が
、
学
生
や

挫
業
、
自
営
業
な
ど
の
方
は
自
分

で
手
続
き
を
し
て
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
手
続
き
は
、
市
役
所
国
保

年
金
課
、
お
よ
び
各
支
所
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

加
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
、
大
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係
壷
（
理
１
１
１
１

我孫子合唱連弱

合唱団員募集（練習場所の★印は、場所が確保された場合に限ります）

川

I

’

１
１
ｌ

r収蔵標本展，肥｣を開催
－ぢせ標本を集めるの－

烏
の
博
物
館
で
は
、
教
育
普
及

活
動
に
活
用
す
る
た
め
、
多
く
の

人
た
ち
の
協
力
の
も
と
に
烏
の
標

本
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
、
展
示
し
て
い
る
標
本
の
ほ
か

に
、
収
蔵
庫
内
の
標
本
コ
レ
ク
、
ン

ヨ
ン
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
標
本
は
、
今
ま
で
一

二
画
訂
日

勺唾

勘
＆

I

般
に
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
今
回
の

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
で
は
、
収
蔵
標
本
の
中
か

ら
日
本
の
烏
１
０
０
点
以
上
を
一

挙
に
公
開
。
ま
た
、
烏
の
博
物
館

に
お
け
る
標
本
収
集
活
動
の
実
際
、

は
く剥

製
の
種
類
や
作
り
方
、
標
本
か

ら
ど
ん
な
こ
と
が
分
か
る
の
か
な

ど
、
標
本
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

収
蔵
庫
の
標
本
を
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
１
月
型
日
（
且
か
ら
４

月
瀦
日
（
火
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館
壷

（
錨
）
２
２
１
２

－

嶋 所

市役所本庁
正而玄関内

湖北地区
公民館

市民プラザ

図番館
布佐分節

利用時間

9：00～

17：00

10：00～

19：00

10：00～

17：00

休 止日

祝日、年末年始(12月29日～1月3H）

毎週月曜日、祝日、年来年輪(12月28日～1月61]）
盗月附日が祝日の鳩合I趨恥体止

鋪､木曜日，祝日．年末年輪(12月28日～1月4H）

毎週月附日、鮒l水IMl1、祝日、年末年始（12月28
日～1月5日)、特別雛理)州1

濃月珊日・筋l水B細が祝[Iの場合は翌日も休止

合唱団名

葦 笛

あびこ工コーズ

あ びこ児童合唱 団

練習場所

湖北台市民センター★

高橋バレエスタジオ

布佐南近隣センター★

練習日・時間

毎週火曜日川1（

毎週月曜日川11

月3回土曜日PM3:00～5

)O～11

〕0～11

)0

)0

:00

連絡先

塚原88-7905

遠藤84-8267

戸田89-1648

我 孫子市民合唱 団

我孫子童謡を歌う会

隣センター★

上近隣センター★

天王台北近隣センター★

ア ンサンブルフローラ

アンサンブル・レオーネ

ヴィクセンズ

回 転木馬

コール・アムール

コール．て が

コールビユア
ひびa

混声合唱団「饗」

シヤウティング・フオックス

少年少女合唱団･コーラス｢輔」

訪揮

女声アンサンブル歪

女声合唱団布佐ポビーズ

女 声合唱団「道 」

ラノー吟

女声合唱団LaMgre

シルバーエコーズ

長寿大学コーラスクラブ

プリムラコーラス

湖北地区公民館★

新木近隣センター★

天王台北近隣センター★

井手口ホール

中央公民館★

湖北台市民センター★

天王台北近隣センター★

湖北台10丁目自治会館

若草幼稚園

市民会館大会議室★

布佐南近隣センター★

柴崎神社参集殿

和田幼稚園

湖 北 地 区 公 民 館 ★

湖北台市民センター★

中央公民館

市民会館大会議室★

市民プラザホール★

毎週木曜日AM10:00～12:00

毎週土曜日AM9:30～12:00

毎週月曜日AM10:00～12;00

第2．4金曜日PM1

毎週火曜日PM6

南週R曜日AM10:00～11

第1.3.5土曜円

第2．4円曜日
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月曜日(月2回）PM1;00～3:00

毎週火曜日AM10:00～11

毎週月曜日州10:00～11

毎週木曜日
AM10:00～PM1

AM9:30～11

第2．4月曜日AM1（

第2．4水曜日AM10

毎週水曜日AM10:00～12:00
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細谷87-6359

中村82-3393

森下88-7260

田中83-0380

山下88-1673

稲葉85-2053

片倉87-1377

山口89-0924

高見84-5197

久野83-0457

中村83-9683

神山89-4490

高橋88-7331

常岡84-4047

田中84-8790

天王台北近隣センター★

慈紘保育園
第1．3土曜日PM7:00～9

第2．4日曜日PM4:00～6

)0

:00
瀬’1188-9376

第1．3士曜日

第2．4日曜日
PM6:00～8:30

毎凋金曜円PM2:00～4:00

第1．3木曜日AM10:00～12:00

中村84-7744

前原84-6361

久保田82-7231

烏の博物館第19回企画展
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(並木 抄日時1月19日(金)開場…午後

6時、開演･･･6時30分

し場所市民プラザ

傷入場料2500円
8入れも0

世出演那須錦鈴

し問い合わせ我孫子生活センタ

ー壷(83)7288

◎中央公民館

し日時1月13日(土)午前9時30

分から11時30分

し内容卓球

し持参ラケット(持っている方）

タオル、上履き

し参加費無料

世問い合わせ中央公民館冠(82）

0515

◎湖北地区公民館

し日時1月13日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

低内容①折り紙②おはなし会、

語り③ベーゴマ④将棋、オセロ

レ持参①折り紙、ハサミ、のり

し問い合わせ湖北地区公民館盃

(88)4433

．合日からあなたも発明家

伝曰時1月13日(土)午後1時30

分から3時30分（参加費無綱）

修対象小学生以上で大人も参加

できます（ただし、小学校4年生

以下は親と同伴のこと）

し内容アイデアエ作
しよう13必

し講師小宮庄八（発明家）

し持参木工ボンド、ハサミ、小

刀、筆記用具、ゴミ袋

し申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館恋(88)4433へ

し

’
い対象60歳以上（昭和11年4月

1日以前生まれ）の県内在住者

修科目福祉、園芸、陶芸ほか

腰募集期間1月10日(水)から2

月5日(月)まで

伝問い合わせ県生涯大学校事務

局恋043(266)4705

｜
’ ’
伝期間1月5日(金)から3月3

日(日)まで（だだし、月曜日は休

館）

し場所国行歴史民俗博物館（佐

倉市）

し入館料大人400円、高校大学

生250円、小・中学生110円

し問い合わせ国立歴史民俗博物

館壷043(486)0123

q

’a③国凹
蕊

’新春恒例の消防出初め式を次の

とおり行います。

当日、消防職員、消防団員によ

る合同訓練や幼年消防クラブの消

防演技などが行われるほか、婦人

防火クラブの皆さんも参加します。

ご家族でぜひ、お出かけくださ

い。

し曰時1月6日(土)午前9時30

分から11時30分

戸場所湖北台中央公園(だだし、

雨天の場合は市民会館で、午前10

時から式典のみを行います）

し問い合わせ消防本部総務課狂

’

差
伝日程1月15日(祝）

伝場所 市民会館

惨受付午前10時30分から11時

し式典午前11時から午後0時30

分（当日は市内小・中学校卒業時

の担任の先生も出席する予定です）

公該当者昭和50年4月2日から

同51年4月1日までに生まれた方

※該当者で通知が届いていない方

は、1月9日(火)までに教育委員

会社会教育課公(85)1151へご連絡

ください。

シ日時1月27日(土)午前10時か

ら午後4時（参加贄無料）

し場所中央公民館

し内容庭木の手入れや剪定方法

についての園芸研修

し講師高野光利（樹木医）

惨定員35名（応募者多数の場合

は抽選）

伝申し込みハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号を明記し、1月13

日（土・消印有効）までに中峠15

65の1在宅福祉サービス「まどか」

事務局へ郵送。

し問い合わせ鴇田壷(85)0881

｜

’イ

市民プラザでは、新春企画とし

て日本画・油彩の2人展を開催し

ます。ぜひ、ご来場ください。

シ期間1月13日(土)から21日

（日）午前10時から午後5時まで

戸場所市民プラザギヤラリー

レ作品＊日本画…中尾葉子

＊油彩･毛利弘子

シ入場料無料

し問い合わせ市民プラザ公(83）

2111

を下記のとおり行います。

市内外から毎年、多くのランナ

ーが参加し、健脚を競いあいます。

当日、皆さんの温かいご声援を

お願いします。

シ曰時1月21日(日)開会式･･･午

前9時20分(雨天決行、荒天中止）

しコース湖北台中学校周辺

しスタート午前9時50分

し問い合わせ教育委員会体育課

狂(85)1151

三天國’桝倒｢ｽキ
笹

、

二日程2月10日(土)から12日

（月）

し場所グランデコ・アルツ磐梯

スキー場（福島県）

し参加費3万2900円

し定員40名（18歳以上の男女）

※申し込み方法等詳しくは、流山

琶年の家指導室査(59)2004へ
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千葉テレビ

KjHF紐ﾁｬ§ど字処】

新春特別番綱

福嶋市長はじめ、松戸市、野分まで、干葉テレビ放送（UHF合います。

田市、柏市、流山市、鎌ケ谷市46チャンネル）で放映されます。どうぞ、ご覧ください。

の東葛飾地区6市長が一堂に会番組では、各市長の年頭にあた伝放映日時1月2日(火)午後

し、各市の施策などを語る｢'96っての抱負や各市の総合計画、プ6時から7時15分

東葛6市長新春に語る」が、1ロジエクト、6市にまだがるそれし放送局名干葉テレビ放送

月2日(火)午後6時から7時15ぞれ共通の問題などについて話し（UHF46チャンネル）

琵 琶 演奏会楽しく遊ぼう(瀦濯）
平成8年度千葉県
生涯大学校入学者

平成7年12月1日現在＊世帯数42,717世帯

人□124,408人男62,238人女62,170人

、市役所本庁85-1111⑧市民図書館本館84-1110・湖北台
。つくし野支所84-8801分館87-3055.布佐分館89-1311

⑧湖北台支所88-0828移動図書館87-0909
●湖北支所88-2111⑳身体障害者福祉センター88-0141

●布佐支所89-2358●あらき園88-4188
●教育委員会85-1151●つつじ荘88-0123
●水道局84-0111◎西部福祉センター85-5818
●消防署84-0119、生活環境課(浄化槽）87-2379
●少年センター84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
、保健センター87-1131、近隣センター布佐南89-3740
●市民会館84-3311 天王台北82-9988根戸83-5363

、公民館中央82-0515新木88-2010
湖北地区88-4433、市民センター寿83-7722

●鳥の博物館85-2212湖北台88-9927布佐本館89-1193

●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800
●都市改造事務所85-1171◎市民プラザ83-2111

国立歴史民俗博物館
｢寺社縁起の歴史」

1月10日は

rll⑨雷の日』
＝我孫子警察署冠(82)0110＝

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻー ビ腿《8馴洲

1⑤
ピ｡休日当毒戻＝テレホンサービス

厘画休日裁急歯轆療日=体B叙急趨科診蕊訴(市民会議刃)9:、~11:30
の
画
市民会館・市民図書館・市民体育館・鳥の博物館休館
市民プラザ・つつじ荘・西部福祉センター休館

7日

8月

9火

10水

Ⅲ木

Lg日曜当番医＝テレホンサービス

‘､休日敦急歯科診擾日=休日#億歯科診霞所(両壼謬)9:冊~11:靴

・交通事故・消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
厨，心配ごと相談＝保健センター9;00～15:00

:．市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
鴬蕨つつじ荘休館鰯西部福祉センター休館

に毎法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

”消費生活相談＝市民相談室10;00～15;00
｡〃健康相談＝西部福祉センター10;00～11:30

12金

1芯土

14日

『蜜消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
’・酒害相談＝寿市民センター13:30～15:00
go市民図書醒坏脂

腫輿市役所閉庁(一部の施設は除く）

‘か不動産相談＝市民相談室10伽～15:00
:"健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

"市役所閉庁(－部の施設は除く）

画目曜当番戻＝テレホンサービス

cテ休圓裁急歯轆綴日=休日救急歯科診霞所(市民会館内)9:冊~11:30

唖休巳当毒戻＝テレホンサービス
密休日鱸歯科診蕨日=休日栽急歯科診蔚詞(市民会懲勺)9:冊-11:鮒
”市民図塞館休館

”つつじ荘休館・西部福祉センター休館

消防出初め式

成人式 ＆

在宅福祉サービス｢まどか｣発足
10周年記念庭木の手入柵修会

新春マラソン大会 平 成 8 年 新春企画
｢女流画家2人展」


